
会　期／2022年7月9日（土）13:30～17:00 （13：00受付開始）
開催方法／オンライン開催（Zoom）
大会長／中瀬 一   北杜市立甲陽病院　病院長

2022年6月27日（月）申込み締切申込み締切

◎医療関係の職種を問わず、多数の皆様のご参加をお持ちしております。

特 別講演

最前線!!!チーム医療における周術期疼痛管理最前線!!!チーム医療における周術期疼痛管理最前線!!!チーム医療における周術期疼痛管理

Skill Mix型チーム医療による周術期支援
～DREAMを達成するために、術前栄養リハビリ介入の実践～ 
Skill Mix型チーム医療による周術期支援
～DREAMを達成するために、術前栄養リハビリ介入の実践～ 
Skill Mix型チーム医療による周術期支援
～DREAMを達成するために、術前栄養リハビリ介入の実践～ 

電動式PCAポンプを用いた疼痛管理電動式PCAポンプを用いた疼痛管理電動式PCAポンプを用いた疼痛管理

会員優待ミニセミナー 「地域包括ケアにおける周術期疼痛管理-手術を受けた独居の高齢者への支援-」9:30～11:45（9:00～入室可）

病院看護に求められる周術期管理　～社会のニーズと病院看護の現状～
独居の高齢患者の退院後ケア　～在宅における看護の現状と病院に望むこと～
病院内の看護連携　～外来と病棟の連携～
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■講師プロフィール

主催／周術期疼痛管理研究会　後援／山梨県看護協会＊1、山梨県医師会＊2、山梨県栄養士会、山梨県立大学地域研究交流センター
＊1　本フォーラムとミニセミナーは、認定看護師更新審査申請のポイントになる場合があります。　＊2　このフォーラムは山梨県医師会 生涯教育認定講座です。特別講演は「チーム医療」で１単位、教育講演は「医療の質と安全」で0.5単位が認定されます。

 座長  中瀬 一 北杜市立甲陽病院　病院長

講師 谷口 英喜先生     済生会横浜市東部病院 患者支援センター長 兼 栄養部部長

共催／周術期疼痛管理研究会  株式会社 大塚製薬工場

15：20～

 右のQRコード または メールでお申し込みください。
周術期疼痛管理研究会 事務局（井川・山本・高取） TEL 055-253-9439　popm@yamanashi-ken.ac.jp

問い合わせ問い合わせ
参加申込参加申込

望月　理子
松本　令子
秋山　昭子　

フォーラム（午後）／会員4,000円（２０２２年度会費3,000円含む、当日入会可）、非会員5,000円、学生500円参 加 費参 加 費

会員優待ミニセミナー（午前）／会員1,000円、非会員3,000円

山梨県立中央病院　中央手術室　主任看護師長

甲州市社会福祉協議会訪問看護ステーション　
所長　在宅看護専門看護師

山梨厚生会　山梨厚生病院　
総合サポートセンター　看護師

福島県立医科大学医学部卒業
横浜市立大学医学部附属病院、神奈川県立がんセンター等で麻
酔科医長を歴任
済生会横浜市東部病院 周術期支援センター長 兼 栄養部部長
神奈川県立保健福祉大学大学院看護領域臨床教授
平成30年より　済生会横浜市東部病院　患者支援センター長

●受賞歴
日本老年医学会雑誌原著部門　年間最優秀論文賞
日本臨床麻酔学会小坂二度見（こさか ふたみ）記念賞
（年間アワード）

●麻酔科学会関連
日本麻酔学会術前ガイドラインワーキンググ
ループ委員
　2012年術前絶飲食ガイドライン作成
国内外における学術論文多数、著書「日本麻酔
科学会教育ガイドライン第3版」「周術期管理
チームテキスト」等、多数

●メディア等への出演・執筆
脱水症・熱中症・周術期管理の専門家として
NHKなどを中心に多数出演、ラジオ・新聞へ
のコメントも多数執筆

講師 飯嶋 哲也 山梨大学医学部附属病院
医療チームセンター長

一 般 演 題 13：40～ 座長 遠藤 みどり　山梨県立大学大学院看護学研究科 教授
飯嶋 哲也　　山梨大学医学部附属病院 医療チームセンター長

教 育 講 演 14：25～ 座長 遠藤 みどり　山梨県立大学大学院看護学研究科 教授

澤渡　佑子　他

梶原　絢子　他

坂本　龍亮　他

信州大学医学部附属病院 周術期疼痛管理プロトコールの作成と活用周術期疼痛管理プロトコールの作成と活用周術期疼痛管理プロトコールの作成と活用
当センターにおける術後疼痛管理の現状と課題当センターにおける術後疼痛管理の現状と課題当センターにおける術後疼痛管理の現状と課題 自治医科大学附属

さいたま医療センター

高度肺機能障害の残存と自宅療養環境の問題を抱える肺がん術後患者の
残された肺での挑戦を支えた多職種ケア-自宅療養を叶える支援-
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国民健康保険富士吉田市立病院　

周術期疼痛管理研究会 フォーラム第19回

申込フォーム


